
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　事業コスト （単位︓千円、⼈）

07 01 02 ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

・魅⼒的な店舗づくりや持続的に繁栄する商店街づくり促進のため、商店街及び団体が⾏う取組を補助
・商店街活性化のため、新たな需要創出に繋がる魅⼒的な施設の整備やテナントミックスの実現に向けた取組を補助

事　業　名
S31

事業番号

・商工会、商工会議所及び各連合会による小規模事業者支援事業を補助し、事業者の持続的発展を図る。
・⻑野県中小企業団体中央会による中小企業等組合の支援事業を補助し、組合や事業者の経営基盤強化を図る。
・商店街が果たす役割や機能の複合化を支援し、来街者増による商店街の活性化を目指す。

小規模・中小企業連携組織支援事業 部局 産業労働部 課・室

次期総合５か年計画（答申書）との対応関係
創造的で強靭な産業を育てる

〜 E-mail sansei@pref.nagano.lg.jp
産業政策課

実施期間

政策の柱

①商工会・商工会議所を通じた小規模事業者や中小企業への支援

②⻑野県中小企業団体中央会を通じた中小企業等の組合への支援

・小規模事業者の経営を支援するため、商工会、商工会議所及び各連合会の⾏う支援事業を補助
（巡回・窓口での経営指導、講習会の開催等）

・中小企業者の事業活動の共同化等により経営基盤を強化するため、⻑野県中小企業団体中央会が⾏う組合支援事業を補助
（中小企業等組合の設⽴支援・巡回相談、講習会の開催等）

③商店街の活性化のための取組への支援

①②

事業改善シート（令和５年度実施事業分）

・小規模事業者や中小企業は、経営基盤の強化や⼈材確保等、多岐にわたる課題を抱えており、経営を安定化させる支援が必要。
・県内の商店街数は昭和56年をピークに減少傾向にあり、空き店舗率は8.7％で横ばい（令和３年度商店街実態調査）。
・⼈口減少、郊外⼤型店の展開、インターネット通販の普及により住⺠の買い物⾏動が変化しており、商店街の役割や機能の複合化
支援が必要。

R5年度
目標値

達成
状況 目標値設定理由

推移

R3年度

実績

R2年度

実績 推移

R4年度

⾒込値

③

No.

回

回①②
講習会等参加者
（取組①と②の合算）

指標なし

指標名 単位

巡回・窓口相談
（取組①と②の合算）

区分

R4年度
R3年度

（予算案）

（要求）
R5年度

0
0

2,481,851
2,489,953

0
△ 25,477

2,479,440

決算額 職員数
予算額

うち一般財源合計前年度繰越 当初予算 補正予算

2,481,851
2,464,476

2,472,821
2,453,750 2,453,508

12.0

12.0
12.0

0 0
2,479,440 2,471,440

29,562

↗

↘38,169 ↗

151,572 ↘171,718

同上35,000

コロナ禍により⾒通しが難しいため、令和２年度からの３年間の
実績の平均値を目標に設定

154,000

38,000

159,000
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R5年度
当初予算

R4年度
当初予算

R3年度
当初予算

（予算案）

事　業　名 小規模・中小企業連携組織支援事業
事業番号 07 01 02 細事業⼀覧（令和５年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業
No. 細事業名

小規模事業経営支援事業費

No.

1

（要求）

千円

2,286,699 2,282,333

千円 千円
2,281,672

部局 産業労働部 課・室 産業政策課

令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

小規模事業者の経営相談等を⾏う経営指導員や補助員の設置費等を補助
（補助対象数　89団体）

巡回・窓口相談件数150,000件、講習会等による指導　2,450回　31,000⼈

経営指導員が経営改善普及事業に専念できる体制を整えるために一般管理事務の
責任者として事務局⻑等設置費を補助

補助対象⼈数　計59名

複数の商工会等が連携して、広域的・⾼度専門的な経営指導を実施するために各
広域の拠点商工会等に対してシニア専門指導員設置費を補助

補助対象⼈数　計24名

補助⾦

補助⾦

細事業を構成する主な取組

小規模事業支援事業費

指導環境推進費（事務局⻑等設置
費）

広域専門指導環境整備費（シニア専
門指導員設置費等）

実施方法

（要求） 186,968
千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R3年度

当初予算
R4年度

当初予算
R5年度

当初予算

2 中小企業連携組織支援事業費 186,968 186,968
（予算案）

補助⾦

巡回・窓口相談の件数 9,000回、講習会等による指導 50回 4,000⼈

2 組合等への情報提供事業
組合等への先進的な取組による成功例や⾏政施策の情報提供を補助

補助⾦
「中小企業レポート」の年12回発⾏（うち６回分を補助）

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 中小企業連携組織支援事業
中小企業を支援するため、⻑野県中小企業団体中央会による組合等の設⽴支援、
組合運営指導及び助言、講習会等の開催などを補助補助⾦

補助件数２件、補助総額1,800千円

（要求） 1,800
千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名 R3年度

当初予算
R4年度

当初予算
R5年度

当初予算

3 商店街共同活動支援事業 1,800 1,800
（予算案）

10,750
（予算案）

（要求） 9,000
千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R3年度

当初予算
R4年度

当初予算
R5年度

当初予算

商店街共同活動支援事業
魅⼒的な店舗づくりや持続的に繁栄する商店街づくり促進のため、商店街及び団体
が⾏う取組を補助補助⾦

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 地域商業機能複合化推進事業
商店街活性化のため、新たな需要創出に繋がる魅⼒的な施設の整備やテナントミック
スの実現に向けた取組を補助補助⾦
補助件数２件、補助総額9,000千円

ウィズコロナ・アフターコロナ時代の商店街活性化支援事
業

10,750


